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I はじめに

津軽低地を日本海より繕てる静思UJの主体は大規模な砂丘地帯となっているが，砂丘の基盤に

段丘謝が広く分布していることが指擁されている。これらの段丘室長は おもに完新世の出来島面

および更新世の海成設丘面である山田野麗付、震法か 1963)に大別されてきた。鰭揮ほか (1994)

は山田野町上から洞爺火山灰 (Toya:町田沼か 1987)を克出し 吾妻(1995)はその形成年

代が酸素同位体ステージ5e(以後， MIS 5eとする)であることを指摘

山田野面は堺風山砂丘地帯南部においては 南北方向に広く発達しているが 縦新方向に法 2

km器産で易るにもかかわらず，その分布高度は20-40mと大きく異なっており，従来，ひと続

きとされてきた山田野童話は いくつかの異なる段丘面が混在している可能性があると患われる。

そこで.本研究法扉愚出砂丘地帯構部iこおける海成段丘面の対比の再検討を行った。

H 調査地域の段丘面

開風山砂丘地帯は青森県の し， 日本海と津軽平野との簡に台地状に発達している

(悶 1)。前述のように調査地域の段丘語は，出来島語と出

泥炭層や砂層を挟む湿地性の堆積物からなり 山田野酉は砂層

藤・辻， 1976)。

題1 調査地域の概観
青森諜(1986)より出馬
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に大罪せされるが， 出来島面は

る構成段丘歪である(遠
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本研究では 2万分のlの空中等真判読から段

丘分類図の作成(爵 2) を行うとともに，地形

断龍館(国 3) を作成 および現地調査により，

段丘面のs:分について再検討した。山田野富は，

20mの高さの段丘面と40mの段丘掴が緩やか連

続するものの. 20mの段f支出と40mの段丘耐と

の2段の段丘面に確実に分けられる。そこで，山

田野面を，高位の山田野 I面，低位の山田野E

酉に細分する o 山田野 I麗は保木版，北開拓，

勝山周辺に分布し 山田野H面詰段丘面がく

北浮田から権現まで連続的に発達している。

E 海成段丘揃構成層の記載

(1)山田野 I富

山田野 I閣では，題滞ほかは994)によりす

でに記載されている

凡例

手
山田野立重

図2 11"::1砂丘
調査地域の地形分類図 Il三三年

z沖積平野
(Loc.1)において観察を行った。ここでは地表かも約5mの堆積物がみ

さられ，地表下 1---4mにはローム輔が確認でき，その下部に泣Toyaが挟まっていること

れている。ロ…ム層の下位には煙さ約50cmの粘土騒がみられ，さらに下位には悪さ50cm前後の

潟汰のよい砂層がみられる(関4)。

〈お山田野E面

山田野立酉 (Loc.2)は，七里長浜市部の語沿い

の堆積物

る指食麗 る。地表面下20m

ボク(騨鼎40cm).日 〈関1.2m). 

ることができる。ここでみられる堆積物は， J二役よりj墜さ 5mの砂丘砂，クヨ

と続き，基盤岩となっている。〈同6.5m)

には，平板壁斜交騨理や平坦ラミナが発達しているのが確認できる。また，その下位には淘

汰のよい円磯からなる磯層が挟まっている。これらのことから，砂層および、難層は波の作用

積したものであり 海成段丘堆積物

であると判新できるであろう。また，

議成段丘堆積物を被覆する口ーム屠

の最下部にはガラス質火山灰がみい

だされた(罷4)。
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図3 出田野語縦断図
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N 山田野E面 (Loc.2)の火山灰分析

I必 2でみいだ、された火山灰を同定するため 弘前大学理工学部の電子線マクロアナライザ (Electron

Probe Micro Analyzer=EPMA)を使用し，火山ガラスの主成分化学組成の測定を行った。分析

を行うサンプルは合計で24個を選択した。この24倒のサンブんの各元素の平均値を出し，まとめ

たものが表 1である。この火山灰は Ti02 矧諒O.FeOの僅が乏しいこと K20の値に対し

てNa20の値が高いという特徴を有していることから すoyaに対比できるものと科書奇される。

表 1 火山ガラスの主成分詑学結成

Si02 TiO♀ Alz03 FeO MnO MgO CaO Na20 K20 れ Total 

姶木良Tnテフラ
造町・出来島 77.62 0.12 12.18 1.34 0.04 0.14 1.16 3.71 3.69 8 94.99 

標準偏差 0.124 0.037 0.077 0.054 0.032 0.022 。寮070 G沿74 0.135 1.462 

調弘爺議テフラ
市・十語訳 78.12 0.08 12.45 1.11 0.08 0.03 0.34 4.47 3.32 8 93.59 

標穫量差 0.145 0.037 0.022 0.092 0.074 0.017 0.053 0.165 0.14 0.634 

撰髭テフラ
lLJ沼野立 73.124 0.04 11.65 0.98 0.10 0.04 0.35 4.64 2.84 24 93.77 

諜準議差 0.796 0.058 0.266 0.l16 0.062 。ρ39 0.064 0.430 0.403 1.091 

V 考察

前述のように， [lJ田野E面の堆積物を観

ぎるLoc.2において 海成段丘堆積物

の陸上にToyaが存在する。本調査地域では，

山間野 I面上にもToyaが被覆しているが，

ぞれよりも低位の山田野E面においても，

Toyaが見いだされた事実は，山田野豆冨

(MIS 5eに形成)梧当の段丘冨

であること ものと思われる。また，

山

の山田野 I屈は下末吉語よりもさちに

ある可能性がある。 Toyaと 15 

I樹の構成麗との重譲的な関係は明

らかではないが，この問題を明ちかにする

ために;えはi出野 I揺のToyaの下f立にみ 20 

ち才lた砂躍の増鑓環境を明らかにする必要

がある。 のように. Loc.lにおける

は，湖汰の良好な砂をToyaの
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Loc.lは属揮 (1994)より引用
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主体としていることから，砂丘砂である可能性がある. これらをふまえると，出

来考えられてきたよりも形成年代が古く。 MIS訟を大きく遜る時代に形成された

VI まとめ

I揺は，誌

れる。

従来，静鶏山砂豆地帯南部に広く分布する山 一連の海成段丘面と考えられてきたが，

よび現地調査により 以下のことが明らかになった。

(1)山田野捕は高泣から山田野 I面，山田野H耐に細分される。山田野豆酉 (Loc.2)は，

Toyaが被覆することが判明した。

(2)山田野班闘のj毎成段丘堆積物の直上にToyaがあることから，山田野豆

ると断定した。山田野 I面は， MIS 5eを大きく遡る段丘関守護うることが推定されたc
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